
市
長
独
言

№ 105
…
市
庁
舎
は
ミ
ニ
美
術
館

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（つくりやすい分量）
　ごま（白）…150g
　黒砂糖………150g
　水……………大さじ 1 杯
　水あめ………10g

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

☆ごまのお菓子は、ごまの産地である喜界島
　が有名ですが、種子島でも “ごまあめ” や
　“ごませんべい” と呼ばれて親しまれてき
　ました。

【作り方】
　①　ごまは香ばしくいっておく。
　②　黒砂糖と水大さじ１杯を鍋に入れて、火にかけ糸を引くようになるまで煮つめる。
　③　②に水あめを加えて混ぜ、①のごまも入れて手早くまぜ合わせる。
　④　③を熱いうちに型に流して冷ます。
　⑤　④を適当な大きさに切り分け湿気を防ぐためラップ等で包んで保存する。
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市
役
所
の
庁
舎
内
を
歩
く
と
、
美
術
品
な
ど
が
あ
ち
こ
ち
に
展
示
さ
れ
、
風
景
画
、
抽

象
画
、
彫
刻
、
水
中
写
真
、
能
野
焼
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
１
階
玄
関
に
入
る
と
、
右
上
方
の
壁
に
油
彩
画
「
旧
西
之
表
港
（
昭
和
2020
年
代
後
半
）」

が
目
に
入
り
ま
す
。
旅
客
船
「
橘
丸
」
や
貨
物
船
、
漁
船
、
岸
壁
近
く
に
材
木
ら
し
い
も

の
が
積
み
上
が
り
、倉
庫
群
の
奥
に
は
家
並
み
が
続
き
ま
す
。緑
濃
い
山
並
み
が
包
む
中
に
、

今
は
姿
を
消
し
た
池
田
の
磯
、
白
砂
青
松
の
城
ノ
浜
を
遠
望
し
、
か
つ
て
私
が
少
年
時
代

に
釣
り
や
海
水
浴
を
し
た
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま

す
。
作
者
の
日
高
蔀
氏
（
１
９
３
１
～
２
０
０
４
）

の
作
品
は
ほ
か
に
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
姉
妹
都
市
ゆ
か

り
の
「
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
の
教
会
」
な
ど
約
百

点
が
市
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
階
に
あ
る
市
民
の
休
憩
室
「
お
き
が
る
～
む
」

入
り
口
に
は
、女
性
の
裸
像
を
か
た
ど
っ
た
彫
塑「
空

の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」
＝
ゴ
チ
ッ
ク
＝
が
存
在
感
を
示
し

て
い
ま
す
。
作
者
の
野
添
浩
一
氏
が
２
０
１
０
年
の

第
4242
回
日
本
美
術
展
覧
会
で
特
選
に
入
賞
し
た
の
を

記
念
し
て
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。
野
添
氏
は
当
時
、

古
田
小
学
校
の
教
頭
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、
寄
贈

作
品
は
国
上
中
学
校
在
職
時
に
制
作
し
た
そ
う
で
、
教
職
を
退
い
た
後
も
活
発
な
創
作
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
各
階
昇
降
口
わ
き
に
は
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

た
ロ
ケ
ッ
ト
の
写
真
。
３
階
の
市
長
室
前
に
は
5050
号
機
が
最
後
と
な
っ
た
Ｈ
‐
２
Ａ
型
と

と
も
に
後
継
機
で
あ
る
Ｈ
‐
３
型
機
が
並
び
ま
す
。
い
ず
れ
も
Ｊ
Ａ
Ⅹ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
順
次
掲
示
を
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
庁
舎
を
訪
れ
る
の
は
、
証
明
書
発
行
手
続
き
な
ど
で
時
間
の
余
裕

は
あ
ま
り
無
い
で
し
ょ
う
が
、
待
ち
時
間
な
ど
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

⑬ 市政の窓2026. １月号


